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あかりの日の主要行事として定着し

た｢小学生手作りスタンドコンテスト+｡

このコンテストは､次世代を担う小学

生を対象に､楽しい工作を通じて照明

への関心を高めること､電気に関する

喜忍識を養い照明教育の足掛かりとする

ことをねらいとして､日本電球工業会､

日本照明器具工業会､日本電気協会､

照明普及会の照明関係4団体で実施し

ている｡

第3回目の今回は､全国から1951通

の参カロ希望があり､この中から抽選に

より700名の方にスタンド作りの｢基本

最優秀賞作品

麦わら帽子とりどりのネオンで飾っ

たスタンド｡

スイッチを入れたとたんにキラキラ

と輝く宝石のような透過光が印象的な､

少女らしい夢のある作品｡
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最優秀作品･特別賞4作品

写真中央最優秀賞

●｢夏の日の思い出+

(東京･小学5年/蟻川晴香さん)

写真左より優秀賞

●｢エコロジー･エンピツ立てスタンド+

(茨城･小学5年/古目谷 聡さん)

●｢かぐや姫+

(岡山･小学5年/松本 友芳さん)

セット+を送付した｡

この結果､夏休み明けに昨年を上回

る288点の応募があった｡

あかりの日委員会による一次審査(写

真)で入選作品40点を選び､二次審査

(実物)でこのなかから独創性･機能

性･安全性を中心に評価を行い､最優

秀賞1点､特別賞4点を選出した｡入

選作品は平成9年10月16日～22日まで
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写真右より優秀賞

●｢未来の宇宙ステーション+

(大阪･小学3年/清水 一希さん)

●｢鈴虫君+

(東京･小学4年/大矢 敏弘さん)

東京銀座のTEPCO銀座館で展示さ

れ40DO人を超える来館者に楽しんでい

ただいた｡

会場でのアンケートをみると､｢あか

りがこんなにも創造的なものとは考え

ていませんでした｡+｢小学生のアイデ

アとは思えないほど立派な作品､小学

生らしい純粋な作品､どれも心が温ま

ります｡+など発想豊かな作品に対する

驚きの声が多く寄せられた｡

なお､優秀作品5点に対し､10月19

日旧)同館で表彰式をおこなった｡



平成9年10月21日､当普及会を含む

関係四団体で構成する｢あかりの日委

員会+メンバー約200人により､全国21

カ所で街頭PRを展開し合計21.500個

の電球配布や照明に関する資料を配布

した｡
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〔関西地区〕
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街頭PR時の

アンケート結果(速報値)

当日､シリカ電球とともに配布した

アンケート結果の一部を紹介します｡

詳細は現在｢あかりの日委員会+にお

いて集約中で､間もなく全容の発表が

ありますのでこ期待下さい｡

なお､総配布数21,500枚のうち､有

効期限内に回収された2.276通につい

て､各地区別の回答数･回答比率など

は次のとおりです｡お手伝い頂きまし

た各電力会社･委員会スタッフの皆さ

まに御礼申し上げます｡
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1.地区別回答数(通) 2･地区別全国比幸(%) 3.地区別内回答率(%)
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毎年好評を博している｢照明フォー

ラム+が､平成9年7月3日に品川区

立総合区民会館きゆりあん小ホールに

おいて開催された｡

○照明フォーラムとは

照明学会東京支部の活動のひとつで

平成2年より開催され､今回で第8回

を数える｡特に将来を担う若いデザイ

ナーをターゲットとして実務に有効な

内容を織り込んでいること､また､イ

ンテリアデザインの分野に女性が進出

する中で実務経験を積んだ女性が中心

となって企画していることが特徴とな

つている｡

毎回､あるテーマを設け､それにふ

さわしい講師の方の話を中心にフォー

ラムが進められている｡これまでのテ

ーマは､次のとおりである｡

第1回 インテリアのライティンクデ

ザイン入門

第2回 住宅建築と照明デザイン

第3回 建築空間の色彩･テクスチャ

を生かす照明

第4回 ゆとり生活と照明

第5回 パリのあかり､京都のあかり

第6国 共生の照明デザイン

第7回 自然光との対話

○今回のテーマ

今回のテーマは｢街あかり再考-ゆ

らぎにみる心地よさ+｡案内用チラシに

去る平成9年10月30日～11月1旧､

東京電力のPR施設｢テブコ銀座館+

に於いて､平成8年照明普及賞作品｢あ

たらしい照明+写真展が開催された｡

この写真展は､平成8年照明普及賞を

受賞した79点をパネルにて展示､紹介

したもの｡会場にはジャンル別に展示

された施設のパネルに加え､ライトア

ップに使用される投光器等も設置され

た｡
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は､｢華やかなライトアップやイルミネ

ーションに彩られた夜の街を歩くこと

が多くなりました｡でも家路につくと

き､あなたの街の光景は､同じように

魅力的ですか｡街並や､駅､商店街の

光に､ときめく光のたたずまいを感じ

ますか｡+とあり､この間いかけがテー

マを表している｡

具体的には､日本の屋外照明は大き

く分けて､道路照明､防犯灯､商店街

の街灯といった3つの考え方から成り

立っているが､そこには､街並みのあ

かりとか､住民本位の照明といった視

点が抜け落ちている｡街全体でとらえ

たあかりの釣り合いや心地良いあかり

という思想を持った､基本的プランが

必要ではないかということである｡

○今回の構成内容

2郡で構成され､内容は次のとおり

だった｡

(第1部 講演)

まずはじめに､第一線で活躍されて

いる2名の照明デザイナーに､それぞ

れ手がけられた実例を中心に｢街のあ

かり+の今とこれからを語っていただ

いた｡

●近田玲子氏｢インテリア化するエク

ステリア空間の光+
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濡集スタッフ

●東宮洋美氏｢LIGHTSCAPE光

の景観+

次に､｢ゆらぎ+を通して心地よさを

追求している先生に､光についての新

たな思想を話していただいた｡

●武者利光氏(㈱脳機能研究所､㈱ゆ

らぎ研究所代表取締役社長､東京工業

大学名誉教授)｢照明をゆらがせると+

(第2部 パネルデイスカッション)

第1部で講演いただいた先生方に､

フォーラム企画委員会メンバーを2名

加え､デイスカッションが行われた｡

○今回の結果

今回行ったアンケートの結果を見る

と､参加者の年齢層は20代(特に女性)

が最も多く､職種としては設計デザイ

ナー､学生が大半を占めていた｡

内容に関しては､大半の方が参カロし

て良かったとの感想を持っていただい

たようだった｡また､今回､企画委員

が撮影した写真をロビーで展示すると

いう試みを行ったカミ､｢身近な照明をあ

らためて見ることカーできた+｢寸評付き

の生の情報が興味深い+などの意見が

あり､概ね好評だった｡

なお､今年は｢lightne日Iing心と

体をいやす あかり+をテーマに6月

16日きゆりあんにて開催する｡

▲展示風景 _.+▲照明施設の概要を紹介

主査:勝山茂樹(関西電力)､ 幹事:織田光枝(松下電工)

委員:鹿谷美砂子(岩崎電気)､扇和典(小糸工業)､平野里香(東芝ライテック)

牧原千晴(三菱電機照明)､小野田行雄(ヤマギワ)

押田直子(照明普及会)
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●大館樹海ドーム

昨年8月にオープンしたIl大館樹海

ドーム”｡木造ドームとしては国内最大

の出雲ドーム(島根県)を上回り､世界

最大の北ミシガン州立大学体育館(ア

メリカ)に匹敵する世界最大規模のも

のとなる｡屋根架橋には秋田杉の大断

面集成材を約25.000本使用｡アリーナ

は人工芝で野球をメインに､アメリカ

●倉敷チポリ公園

デンマーク･チポリ公園の持つ基本

理念に沿って､イルミネーション照明

を中心とした演出的照明計画をコンセ

プトに､岡山県倉敷市に完成した都市

型テーマパーク｡

光の構成要素は､l+を中心に一部メ

タルハライドランプを光源とした光フ

ァイバーを用いている｡

(資料提供:倉敷チポリ公園､ヤマギワ)

●東京湾アクアライン

千葉県木更津市と川崎市を結ぶ有料

道路､東京湾アクアライン(15.1km)が､

12月柑日に開通した｡アクアラインは

4.4kmの橋梁部と沖合に浮かぶ人工島

｢海ほたる+と｢風の塔+､9.6kmの海

底トンネルなどからなり､新しい東京

湾名物となっている｡
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▲昼 景

ンフットボール､テニス､サッカーな

ど様々なスポーツに対応できる他､コ

ンサート､展示会など多目的に利用で

きる｡

(資料提供二岩崎電気)

q光恵:メタルハライドランプ･ハロゲンラン7て非常用只弼) ▲外規

くメインエントランス ▲アンデルセンホール

▲海ほたる (資料提供:松下電エ)
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